
環境リモートセンシング研究センター教員会議（第９回） 議事要旨 

 

１．日 時 令和５年１月１８日（水）１６：１０～１７：４０【ハイブリット会議】 

 

２．出席者 服部センター長、ヨサファット教授、市井教授、入江教授、小槻教授、 

齋藤准教授、楊助教 

本多准教授、杉木総務課長 

  委任状 近藤教授、樋口准教授、本郷准教授、梶原講師 

 

３．教員会議（令和４年度第８回）議事要旨について 

  原案について、承認された。 

 

４．議 題 （審議事項） 
（１）特任研究員の採用について 

服部センター長から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 
 
（２）特任教員・研究員の更新等について 
   服部センター長、各担当教員から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 
 
（３）その他 
   特になし 
 
５．報告事項 

（１）教育研究評議会（1/12）について 

   服部センター長から、資料３に基づき、報告があった。 

   ・第４期中期計画の変更について 他 

 

（２）令和４年度第３回国立大学共同利用・共同研究拠点協議会幹事会 

   大学研究基盤整備課説明資料について 
   服部センター長から、資料４に基づき、1月１３日実施の文部科学省による政策動向説明が行われた 

旨報告があった。 
 
（３）その他 

   ・安全保障輸出管理に関するeラーニングについて 

    服部センター長から、未受講者への依頼があり、期間が１月２３日まで延長になった旨報告があ

った。 

 

   ・インフラ長寿命化計画（個別施設計画）策定のためのヒアリング実施について 

    服部センター長から、1月１０日に実施された旨報告があった。 

 

   ・世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI)の選定について 

    服部センター長、市井教授から、資料５に基づき、概要説明等があり、今後の申請について、セ 

ンター内への協力依頼があった。 

 

〇 各種委員会等報告 
 予算委員会 

    服部センター長から予算執行の依頼があった。 
 



 共同利用研究推進委員会  
    市井教授から、２月１６日のシンポジウムのプログラムを組んでいるが、まだ発表申込みをして 

いない共同研究者がいないか確認依頼があった。 
    次年度の公募要領について、求める研究内容のアップデートが必要であり、締め切りを月末まで

としている旨報告があった。 
 

 広報委員会  
小槻教授から、CEReSニュースレターの記事確認およびパンフレットの作成に関する状況並びに 
広報経費の報告があった。 

     ７５年史の進捗状況について、近藤教授に確認することとなった。 
 

 施設委員会  
ヨサファット教授からISOの関係で薬品棚の固定について対応した旨報告があった。 

 
 計算機及びデータベース委員会 
 なし 

    
 教育委員会 
 入江教授から、２月７日に修論発表会をハイブリッドで行う旨報告があった。 
 ENGINEの拡充について、リモセンコースでのやり方をコース会議で検討する旨報告があった。 
 
 中期計画推進委員会 
 自己点検・評価委員会 
服部センター長から、人事関係について報告があった。 

 
 学術推進企画小委員会  

        ヨサファット教授から、１月１２日にインドネシア第 3 漁業海洋大臣の招待講演が実施された旨
報告があった。 

    科研費は、審査の結果待ちである旨報告があった。 
            
   
   
                                          以上 


